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―年の計は 

元旦にあり 

よい子らの年始・カルタとり 
上野保育園「園長太田達彦」で、このほど、よい子らの年始カルタとりが 

行なわれました。きょねん町民体育祭の対抗リレーでA4年連続優勝、力 

強く走りました。ことしは戊年です。ことしも元気に、走れ、走れク 

賀 正 
i 町 
三 裏 
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言 長 

ことし1年間の計画は元旦 

を期してたてなければならな 

いと言うことです。この計画 

はことし1年の生活をよくも 

するし、わるくもするとい 

ことを、さとした格言です。 

町民の皆さんは元旦にどんな 

生活設計をたてられたでiドJよ 

うか、わたくしたちは、この 

コトワザにならい大いに、ガ 

ンバッテ、 いっそうあらた、な 

幸せな生活を築くよう努力し 

たいものです。 

町の人口 

(12月現在） 

総人口 9,145人 

男子 4,286人 

女子 4,859人 

世帯数 2,586世帯 
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(3) い か
 

あ
 

報
 

広
 

4J カ
 

あ
 

報
 

広
 

年
 
頭
 

の
 

辞
 

町
長
 

木

村

繁

太

郎

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
 

す
．
新
し
き
佳
き
年
を
皆
様
と
共
に
寿
ぎ
 

得
ま
す
こ
と
は
何
よ
り
も
慶
び
に
た
え
ま
 

せ
ん
。
本
年
も
幸
福
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
 

」
つ
に
と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
．
昨
年
 

木 村 町 長 

は
波
乱
の
多
か
っ
た
国
の
内
外
状
勢
の
中
 

に
赤
池
町
も
多
く
の
問
題
を
は
ら
み
な
が
 

ら
大
過
な
く
越
年
出
来
ま
し
た
事
は
偏
に
 

町
議
会
の
積
極
的
な
御
鞭
提
と
町
民
皆
様
 

の
多
大
な
る
御
声
援
、
御
協
力
の
賜
と
私
 

を
は
じ
め
職
員
一
同
心
か
ら
感
謝
致
し
て
 

お
り
ま
す
．
 

こ
の
一
年
を
回
顧
し
ま
す
れ
ば
、
一
般
 

肇
果
面
に
お
い
て
、
町
立
病
院
が
改
築
の
 

時
期
に
あ
っ
て
，
医
療
に
事
欠
く
も
の
が
 

多
く
皆
様
に
は
不
便
、
不
安
を
与
え
て
い
 

ま
し
た
が
、
昨
年
十
二
月
落
成
し
，
最
新
 

の
医
療
寄
具
を
完
備
し
業
務
を
は
じ
め
ま
 

し
た
又
、
住
宅
、
道
路
の
政
策
に
お
い
て
 

は
、
年
次
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
着
大
進
 

展
し
、
幾
分
緩
和
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
 

ま
す
．
な
が
年
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
 

市
場
小
学
校
の
改
築
工
事
も
昨
年
か
ら
ー
ー
 

カ
年
計
画
継
続
事
業
で
着
工
し
、
四
十
五
 

伍
度
に
は
完
成
の
は
こ
び
と
な
り
ま
す
．
 

上
野
小
の
プ
ー
ル
の
建
設
な
ど
本
年
度
も
 

事
業
計
画
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
こ
れ
ら
 

の
す
べ
の
事
業
は
町
や
議
会
、
町
民
皆
様
 

' 

方
と
共
女
に
連
け
い
を
保
ち
親
密
感
を
深
 

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
事
業
が
達
 

成
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
次
第
で
ご
ぎ
い
 

ま
す
．
 

次
に
昭
和
四
十
四
年
度
町
が
行
な
っ
た
 

事
業
と
四
十
五
年
度
の
事
業
計
画
を
報
告
 

い
た
し
ま
す
．
 

▽
昭
和
四
十
四
年
度
実
施
し
た
 

主
な
事
業
 

o
町
立
病
院
完
成
o
市
場
小
学
校
女
舎
改
 

築
第
一
期
工
事
着
工
o

町
営
焦
モ
ー
六
 

戸
、
改
良
住
宅
三
二
戸
、
同
和
焦
モ
ー
ー
ー
 

戸
着
工
〇
赤
池
ー
上
野
峡
県
道
舗
装
完
成
 

O
小
竹
赤
池
線
バ
イ
パ
ヌ
道
着
工
O
上
野
 

北
田
潅
既
設
備
事
業
着
工
 

▽
昭
和
四
十
五
年
度
の
主
な
事
 

業
計
画
 

O
市
場
小
学
校
大
舎
改
築
第
二
期
工
事
o
 

県
営
焦
モ
ー
〇
〇
戸
、
改
良
住
宅
五
〇
 

戸
，
同
和
住
毛
一
五
戸
建
築
〇
炭
鉱
地
区
 

生
活
館
建
設
〇
赤
池
ー
小
竹
線
バ
イ
パ
ス
 

二
期
工
事
継
続
O
上
野
峡
滝
道
新
設
工
事
 

O
直
方
岡
森
ー
 
（
稜
ー
原
田
I
山
力
城
間
 

舗
装
工
事
O
上
野
皿
山
地
区
水
道
整
備
工
 

事
o
上
野
小
学
校
プ
ー
ル
建
設
〇
昨
年
か
 

ら
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
町
内
三
保
育
園
表
 

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
四
月
か
ら
発
足
す
 

る
た
め
現
在
事
務
手
続
し
て
い
ま
す
．
 

わ
た
く
し
共
は
郷
土
発
展
の
為
に
一
意
 

専
心
努
力
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
 

の
上
共
町
民
皆
様
の
御
指
導
と
御
鞍
縫
の
 

程
を
お
願
い
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
 

し
ま
す
．
 

新

年

を

迎

え

て

 

町
議
会
議
長
 

池
 

田
 

迎
春
に
当
り
新
年
の
御
祝
詞
申
し
あ
げ
 

ま
す
。
昭
和
四
十
五
年
（
い
ぬ
）
の
歳
は
 

町
政
飛
躍
の
年
と
な
し
た
い
気
持
で
い
っ
 

ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
，
 

池田議長 

地
方
自
治
の
今
日
の
問
題
は
、
め
ざ
ま
 

し
い
社
会
経
済
の
発
展
に
対
処
し
て
如
何
 

に
し
て
こ
れ
に
即
応
し
た
地
方
行
政
水
準
 

を
確
保
し
て
住
民
経
済
の
伸
張
と
共
に
福
 

祉
増
進
を
見
る
か
と
言
う
点
に
あ
る
ン
ー
 

コ
節
水
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
る
J
 

F
飲
料
水
の
断
水
 

」 

例
年
に
な
い
厳
し
い
寒
さ
が
続
き
町
内
 

の
各
家
庭
の
給
水
栓
が
凍
結
し
て
パ
イ
プ
 

の
破
裂
に
よ
る
放
水
が
目
だ
ち
、
町
民
の
 

皆
様
に
は
大
変
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
．
 

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
夜
間
給
水
栓
を
開
放
 

し
て
い
る
家
庭
が
目
だ
っ
て
い
ま
す
．
 

こ
の
よ
う
な
繰
返
し
が
現
在
の
給
水
制
 

限
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
．
 

町
の
飲
料
水
は
こ
れ
ま
で
、
赤
池
炭
鉱
 

に
依
存
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
一
 

年
に
市
場
に
町
営
上
水
源
地
を
一
億
一
千
 

五
百
万
円
投
じ
て
建
設
し
町
民
約
六
、
五
 

〇
〇
人
に
給
水
し
て
い
す
．
と
こ
ろ
で
町
 

民
が
生
活
に
必
要
な
飲
料
水
は
、
四
人
家
 

族
で
ー
ケ
月
ス
）
ト
ン
ー
十
一
下
ン
（
基
 

現在赤池町1戸当り月平均使用量と 
各市町1戸当り月平均使用量比較表 

(7月実績） 

婦
 

。赤池町を除く他市町は料金対象 

本
）
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
．
赤
油
町
の
 

場
合
現
在
四
〇
か
ら
五
〇
ト
ン
使
用
し
て
 

い
ま
す
．
 

他
町
村
の
現
状
で
は
、
日
」
半
均
一
〇
か
 

ら
一
一
下
ン
使
用
し
て
い
ま
す
．
町
の
水
 

源
池
の
配
水
能
力
は
、
約
一
、
〇
〇
〇
ト
 

ン
で
現
在
こ
れ
を
上
廻
る
二
、
九
五
〇
ト
 

ン
（
六
、
五
〇
〇
人
分
上
野
除
く
）
約
「
一
 

倍
使
用
し
て
い
ま
す
．
町
の
飲
料
水
は
］
 

日
平
均
一
、
〇
〇
〇
ト
ン
の
配
水
で
十
分
 

ま
か
な
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
町
民
が
使
用
 

し
て
い
る
水
量
は
ニ
、
九
五
〇
ト
ン
使
用
 

し
て
い
ま
す
．
町
の
飲
料
水
不
足
を
抜
本
 

的
に
解
決
す
る
に
は
、
町
内
水
道
使
用
者
 

一
人
一
人
が
よ
く
水
道
知
職
を
認
識
さ
 

w

町
 

舟
 

20-1一一」m- -1に', --1R是響壁世造』整揮 
15 -

10 
l ケ月基本水量 

(4人） 

省(I戸当り平均） 
円丁 

穎
田
町
 

方
城
町
 

 
糸
田
町
 

川
崎
町
 

田
川
市
 

赤
池
町
 

0
 

勝 

わ
れ
て
い
ま
す
．
 

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
申
し
 

ま
す
の
で
今
後
の
方
針
を
率
直
に
申
し
上
 

げ
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
仰
ぎ
た
い
と
思
い
 

ま
す
。
赤
池
町
発
展
の
構
想
図
は
ま
ず
産
 

業
の
振
興
に
基
づ
く
文
化
的
な
田
園
都
市
 

の
建
設
に
あ
る
と
さ
れ
、
赤
池
小
竹
線
の
 

バ
イ
パ
ヌ
道
新
設
に
あ
た
っ
て
吉
ケ
浦
地
 

区
は
工
場
団
地
適
地
と
し
て
発
展
を
約
東
 

さ
れ
る
地
の
利
を
占
め
て
い
ま
す
。
住
室
 

政
策
に
よ
る
人
口
対
策
農
政
に
於
い
て
も
 

総
合
農
政
樹
立
の
た
め
に
食
管
制
対
策
、
 

尚
農
業
年
金
制
の
実
施
、
市
場
小
校
舎
の
 

二
期
工
事
、
上
野
小
学
校
の
プ
ー
ル
建
 

設
、
保
育
園
等
の
教
育
施
設
の
充
実
、
町
 

れ
，
節
水
を
守
れ
ば
飲
料
水
不
足
は
緩
和
 

さ
れ
給
水
制
限
（
断
水
）
も
早
期
に
解
か
 

れ
正
常
に
復
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
．
 

〇
節
水
の
お
願
い
 

①
道
路
、
屋
敷
等
の
撒
水
は
絶
対
に
し
な
 

い
こ
と
。
 

②
炊
事
、
洗
濯
等
の
場
合
給
水
栓
の
開
放
 

し
な
い
こ
と
・
 

⑧
水
道
水
で
洗
車
、
庭
池
等
の
放
水
は
し
 

な
い
こ
と
．
 

④
冬
期
の
凍
結
防
止
の
た
め
の
夜
間
の
放
 

水
を
し
な
い
事
．
 

⑤
凍
結
防
止
の
た
め
家
庭
の
ビ
ニ
ー
ル
管
 

（
立
上
り
管
）
露
出
部
分
の
防
護
を
ポ
 

ロ
、
テ
ー
プ
等
で
巻
い
て
下
さ
い
‘
 

⑥
そ
の
他
飲
料
水
以
外
の
目
的
で
の
水
の
 

使
用
は
し
な
い
こ
と
．
 

⑦
断
水
時
に
は
各
家
庭
の
給
水
栓
は
締
切
 

っ
て
お
い
で
下
さ
い
．
 

町
立
病
院
が
完
成
 

新
し
い
町
立
病
院
の
完
成
式
を
現
地
で
 

行
な
い
十
ニ
月
十
五
日
か
ら
診
療
を
は
じ
 

め
ま
し
た
．
 

こ
の
病
院
の
工
事
費
は
一
億
百
三
＋
万
 

円
で
、
ス
マ
ー
ト
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

づ
く
り
二
階
建
で
延
べ
千
五
百
八
十
八
平
 

方
M
、
手
術
室
や
診
療
室
、
検
査
室
な
 

導
元
全
舗
装
等
の
問
題
の
解
決
が
迫
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
年
次
計
画
の
推
進
に
は
も
ち
 

ろ
ん
全
力
を
尽
し
て
行
き
た
い
．
私
共
議
 

会
と
し
て
は
町
民
皆
さ
ん
の
代
弁
者
と
し
 

て
町
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
し
た
い
と
念
 

願
し
て
お
り
ま
す
．
年
頭
に
際
し
町
政
の
 

発
展
に
与
え
ら
れ
た
責
務
の
最
善
を
つ
く
 

す
こ
と
を
誓
っ
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
の
 

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
．
 

投
票
率
四
区
で
第
二
位
 

一 

一
ー
衆
議
院
議
員
総
選
挙
L
 

衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
 

所
裁
判
官
国
民
審
査
が
十
二
月
二
＋
七
日
 

午
前
七
時
か
ら
全
国
一
斉
に
行
な
わ
れ
ま
 

し
た
。
赤
池
町
で
は
第
一
投
票
所
（
算
一
 

公
民
館
）
讐
一
投
票
所
（
上
野
小
）
第
「
1 

投
票
所
完
町
立
病
院
）
の
「
万
所
で
投
 

票
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．
こ
の
日
は
寒
さ
 

が
厳
し
く
、
有
権
者
の
出
足
は
遅
く
、
午
 

後
か
ら
天
気
が
回
復
し
て
出
足
は
急
速
に
 

の
び
、
第
一
投
票
所
で
は
（
清
き
一
票
を
 

投
ず
る
有
権
者
の
列
が
続
き
、
投
票
率
は
 

完
成
し
た
町
立
病
院
 

ど
、
検
査
室
は
冷
暖
房
完
備
さ
れ
て
い
ま
 

す
．
こ
の
病
院
は
医
療
機
関
の
最
新
器
貝
 

な
ど
が
設
備
さ
れ
、
近
代
的
な
町
立
病
院
 

g
っ
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
．
 

教
育
長
に
 

荒
木
氏
が
就
任
 

赤
池
町
教
育
長
、
荒
木
利
雄
氏
の
任
期
 

満
了
に
伴
な
う
教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
 

て
議
案
が
十
二
月
定
例
町
議
会
に
提
出
さ
 

荒木教育長 

れ
、
荒
木
利
雄
氏
が
満
場
一
致
で
選
ば
れ
 

教
育
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
教
育
長
に
就
 

任
し
ま
し
た
．
 

四
区
で
築
上
郡
大
平
村
に
つ
い
で
第
一
一
 

位
，
政
治
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
 

と
を
示
し
ま
し
た
．
 

投
票
及
び
開
票
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
 

ま
す
．
 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
 

一
、
当
日
有
権
者
数
 

六
、
‘
三
六
八
人
 

二
、
投
●
著
数
 

五
、
二
九
三
人
 

有
効
 

五
、
二
一
七
票
 

無
効
 

七
「
可
（
 

三
、
投
票
率
 

男
 

八
五
・
九
四
督
 

女
 

八
〇
・
八
一
督
 

計
 

八
三
・
一
一
杯
 

四
、
各
候
補
者
の
得
票
 

桑
名
 
義
治
 

四
九
九
票
 

滝
井
 
義
高
 

九
四
」
盲
「
 

田
中
 
六
助
 

二
、
七
五
一
票
 

く
ら
内
修
治
 

一
空
ハ
票
 

池
田
 
禎
治
 

一
七
七
票
 

吉
田
 
法
晴
 

l
I
一
三
〇
票
 

高
曲
 
敏
三
 

「
天
六
票
 

宇
佐
美
正
一
 

五
票
 

（
届
出
順
位
）
 

尚
、
棄
権
し
た
有
権
者
が
一
、
〇
七
五
 

票
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
国
の
選
挙
の
 

場
合
表
示
者
（
町
外
に
転
出
し
て
四
ケ
月
 

を
経
過
し
な
い
者
）
が
含
ま
れ
て
い
る
 

た
め
実
質
の
棄
権
率
は
低
く
な
っ
て
い
ま
 

す
。
写
真
上
は
開
票
の
ー
コ
マ
写
真
下
は
 

純
潔
な
一
票
を
投
じ
る
若
い
人
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

お
年
寄
り
に
明
る
い
ニ
ュ
 
ー
ス
 

敬

老

年

金

の

支

給

 

十
二
月
定
例
町
議
会
に
、
赤
池
町
敬
老
 

年
金
条
例
案
が
提
出
さ
れ
満
場
一
致
で
可
 

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
条
例
に
よ
り
ま
す
と
、
年
令
七
十
 

五
年
に
達
し
た
者
で
町
住
民
基
本
台
帳
に
 

」
万
月
以
上
記
録
さ
れ
て
い
る
者
に
年
額
 

三
千
円
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
 

す。 
受
給
資
格
に
達
し
た
方
は
町
長
に
届
け
 

出
て
確
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
 

す
．
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
次
の
項
目
 

に
該
当
す
る
と
き
は
、
受
給
権
利
は
失
な
 

う
こ
と
に
な
り
ま
す
．
 

①
死
亡
し
た
と
き
①
町
の
住
民
で
な
く
な
 

っ
た
と
き
⑧
年
間
所
得
が
百
万
円
以
上
あ
 

る
方
④
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
 

き． （
年
金
の
給
付
及
び
支
給
月
）
年
金
の
給
 

付
は
毎
年
十
二
月
に
支
給
さ
れ
ま
す
．
 

年
の
中
途
に
お
い
て
七
十
五
年
に
達
し
 

た
方
は
そ
の
年
令
に
達
し
た
翌
月
か
ら
月
 

割
を
以
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
，
又
年
の
 

中
途
に
お
い
て
受
給
権
利
が
消
滅
し
た
方
 

は
、
そ
の
月
ま
で
月
割
を
以
っ
て
そ
の
都
 

度
支
給
さ
れ
ま
す
．
 

（
死
亡
に
対
す
る
年
金
支
給
）
受
給
権
利
 

者
が
死
亡
し
た
時
は
、
次
に
掲
げ
る
順
位
 

の
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
．
 

①
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
 

が
、
本
人
の
死
亡
当
時
事
実
上
婚
姻
関
係
 

と
同
様
の
事
情
に
あ
っ
た
方
を
含
む
）
②
 

子
、
養
父
母
、
実
父
母
、
孫
及
び
兄
弟
姉
 

妹
で
死
亡
当
時
受
給
権
者
と
生
計
を
共
に
 

し
て
い
た
著
③
年
金
の
支
給
を
受
け
る
べ
 

き
同
順
位
の
遺
族
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
 

は
そ
の
一
人
の
し
た
請
求
は
、
全
員
の
た
 

め
そ
の
全
額
に
つ
い
て
し
た
も
の
と
み
な
 

し
、
そ
の
一
人
に
対
し
た
支
給
は
全
員
に
 

対
し
て
し
た
も
の
と
み
な
す
．
 

（
時
効
）
年
金
給
付
を
受
け
る
権
利
は
そ
 

の
支
給
事
由
が
生
じ
た
日
か
ら
五
年
を
経
 

過
し
た
と
き
は
時
効
に
よ
っ
て
失
う
。
 

（
権
利
の
譲
渡
又
は
担
保
の
禁
止
）
 

年
金
の
受
給
権
を
譲
渡
し
又
は
、
担
保
 

に
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

こ
の
年
金
の
給
付
は
四
＋
五
圧
」
曳
か
ら
 

実
施
さ
れ
ま
す
。
く
わ
し
い
事
は
役
場
年
 

金
係
で
お
尋
ね
下
さ
い
。
 

一
？
‘
、
一
で
・
ニ
 

◇
 

◇
 

お
 

・L 
・
一
 

・・ 

一
、
金
一
封
 
井
上
泰
行
殿
 

亡
母
サ
ダ
子
殿
（
中
町
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
一
封
 
阜
谷
九
重
子
殿
 

亡
母
ハ
ズ
エ
殿
（
本
町
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
一
封
 
日
高
良
太
郎
殿
 

亡
母
テ
イ
殿
（
草
場
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 一

、
金
一
封
 
柴
田
ユ
キ
工
殿
 

亡
夫
豊
殿
（
上
野
）
香
典
返
し
と
し
て
 

一
、
金
一
封
 
林
康
政
殿
 

亡
母
ハ
ツ
エ
殿
（
猿
田
）
香
典
返
し
と
 

し
て
 

一
、
金
一
封
 
柴
田
幹
男
殿
 

亡
父
常
七
殿
（
上
野
）
香
典
返
し
と
し
 

て
、
そ
れ
ぞ
れ
赤
池
町
民
生
事
業
助
成
会
 

へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
．
 



(4) 一
 い

 
か
 

あ
 

報
 

広
 

園
 
田
 

、、ノ 酸
 
が
 
優
 
勝
 

?

‘

、

 

第
九
回
上
野
峡
マ
ラ
ソ
ン
大
会
 

第
九
回
上
野
峡
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
＋
 

ニ
月
一
干
一
日
午
前
十
時
か
ら
国
鉄
赤
油
 

駅
ー
上
野
峡
を
結
ぶ
コ
ー
ス
で
、
中
学
・
 

高
校
・
一
股
の
三
部
に
わ
か
れ
て
行
な
わ
 

れ
ま
し
た
．
 

中
学
は
、
上
野
原
田
町
折
り
返
し
コ
ー
 

ス
で
筑
豊
地
区
か
ら
十
一
校
一
〇
九
名
、
 

高
校
十
一
校
五
＋
六
名
、
一
般
八
社
五
十
 

二
名
、
総
計
一
一
七
名
参
加
し
て
競
い
、
 

各
部
の
入
賞
者
に
は
、
町
と
朝
日
新
間
社
 

か
ら
ト
ロ
フ
ィ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
．
 

成
績
は
次
の
通
り
で
す
．
 

中
学
の
部
 

①
永
富
保
夫
（
大
之
浦
）
一
六
分
四
〇
秒
 

②
榎
田
繁
「
廊
（
直
方
二
）
一
七
分
（
又
U
 

秒
③
東
秀
光
（
稲
築
）
一
七
分
〇
一
秒
④
 

優
勝
し
た
中
学
の
永
富
君
 

井
浦
和
弘
（
稲
築
）
⑤
新
川
英
雄
（
直
方
 

二
）
⑥
吉
柳
正
俊
（
宮
田
）
 

高
校
の
部
 

①
」
辱
周
一
 
（
門
司
工
業
）
三
二
分
五
四
 

秒
②
前
田
秋
美
（
門
司
工
業
）
三
二
分
五
 

七
秒
⑧
西
弘
美
（
飯
商
）
三
二
分
五
九
秒
 

④
古
田
孝
二
（
鞍
手
）
⑤
熊
谷
明
（
飯
商
 

）
⑥
大
浜
次
郎
（
門
司
工
業
）
 

一
般
の
部
 

①
園
田
広
美
（
西
鉄
）
三
一
分
四
」
秘
②
 

浦
川
隆
広
（
三
菱
化
成
）
三
二
分
O
六
秒
 

⑧
今
村
寿
（
門
鉄
）
三
二
分
一
「
秒
④
小
 

室
墓
臣
（
黒
崎
窯
業
）
⑤
佐
村
大
吉
（
八
 

幡
大
学
）
⑥
田
中
竜
二
（
三
菱
化
成
）
 

中
学
団
体
の
部
 

①
大
之
浦
②
直
方
二
⑧
富
田
 

マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト
風
景
 

感
 
謝
 

十
二
月
二
十
一
日
行
な
わ
れ
ま
し
 

た
第
九
回
上
野
峡
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
 

無
事
終
り
ま
し
た
．
こ
れ
は
ひ
と
え
 

に
町
民
各
位
、
そ
の
他
関
係
者
の
絶
 

大
な
ご
協
力
と
ご
支
援
の
お
か
げ
と
 

厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
 

野
球
ス
ポ
ー
ッ
 

少
 

年
 

団
 

結
成
で
団
員
の
加
入
ふ
え
る
 

赤
池
町
公
民
館
と
体
育
協
会
で
は
野
球
 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
．
 

こ
ん
ど
結
成
さ
れ
た
動
機
は
こ
れ
ま
で
 

上
野
地
区
で
小
学
校
「
年
か
ら
中
学
生
に
 

よ
っ
て
、
日
頃
空
地
や
神
社
で
、
七
・
八
 

名
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
野
球
を
親
し
ん
 

で
い
ま
し
た
．
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
指
導
 

者
は
な
く
今
後
指
導
者
の
指
導
の
も
と
に
 

も
つ
少
し
上
手
に
な
る
よ
う
に
、
体
育
協
 

会
で
は
組
織
化
し
て
今
後
、
計
画
的
に
継
 

続
的
に
指
導
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
 

こ
れ
ま
で
団
員
は
七
十
八
名
公
民
館
に
 

、
（
隷
さ
れ
て
い
ま
す
が
」
万
に
は
こ
れ
ら
 

団
員
に
は
日
本
体
育
協
会
か
ら
正
式
に
認
 

証
状
が
受
与
さ
れ
ま
す
。
 

0
入
団
の
手
続
の
仕
方
 

・
一
、
赤
池
町
公
民
館
へ
父
兄
の
同
意
書
を
 

添
え
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
．
 

一
、
資
格
 
町
民
で
野
球
及
び
そ
の
他
の
 

軽
ス
ポ
ー
ツ
に
耐
え
る
健
康
な
少
年
、
 

小
学
校
」
犀
か
ら
中
学
校
二
年
ま
で
．
 

橋
の
な
い
用
水
路
 

行

政

管

理

庁

 

国
営
の
開
拓
事
業
に
と
も
な
っ
て
、
用
 

水
を
A
ダ
ム
か
ら
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
 

吉
田
さ
ん
所
有
の
山
林
原
野
を
、
田
水
路
 

の
用
地
と
し
て
売
り
渡
す
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
。
こ
の
用
水
蕗
は
巾
ニ
メ
ー
ト
ル
深
 

さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
予
定
で
す
の
で
橋
 

を
設
け
て
く
れ
る
こ
と
を
条
件
に
買
収
に
 

応
じ
た
の
で
す
が
用
水
路
が
で
き
て
も
橋
 

が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
．
対
岸
の
農
地
 

へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
吉
田
さ
 

ん
は
早
く
約
東
の
橋
を
つ
く
る
よ
う
あ
っ
 

” 
、 

せ
ん
し
て
ほ
じ
い
と
行
政
監
察
局
に
申
し
 

出
ま
し
た
。
申
し
出
を
受
け
た
行
政
監
察
 

局
で
は
直
ち
に
地
方
農
政
局
の
現
地
開
拓
 

事
務
所
に
通
知
し
ま
し
た
．
 

そ
の
結
果
同
事
務
所
で
は
さ
っ
そ
く
現
 

地
調
査
を
行
い
吉
田
さ
ん
の
立
会
に
よ
り
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
架
橋
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
．
 

こ
れ
は
こ
の
町
の
話
し
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
が
こ
の
よ
う
な
話
し
に
限
ら
ず
役
所
で
 

何
と
か
し
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
と
い
う
 

占
つ
な
あ
な
た
の
疑
間
や
不
満
や
困
り
ご
 

と
は
こ
え
ん
り
ょ
な
く
九
州
管
区
行
政
監
 

察
局
（
福
岡
市
博
多
駅
東
二
丁
目
＋
一
番
 

一
号
）
か
猿
田
に
お
住
い
の
木
村
伴
左
郎
 

行
政
相
談
委
員
に
お
申
し
出
下
さ
い
．
 

il
/ 
， 

ー
 

国
民
年
金
に
「
五
年
 

年
金
」
制
度
を
新
設
 

国
民
年
金
法
の
改
正
で
「
五
年
年
金
」
 

制
度
が
新
設
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
 

一
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た． 
こ
の
制
度
は
高
令
者
で
国
民
年
金
が
始
 

ま
っ
た
当
時
、
加
入
の
機
会
を
な
く
し
て
 

い
た
人
に
再
度
加
入
の
機
会
を
つ
く
り
、
 

拠
出
年
金
に
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
，
高
 

令
者
を
優
遇
し
た
制
度
で
す
‘
 

こ
れ
は
五
年
間
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
，
特
別
の
老
令
年
金
が
支
給
 

さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
．
 

加
入
の
対
象
に
な
る
人
は
、
明
治
三
＋
 

九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治
四
十
四
年
四
月
 

一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
、
厚
生
年
金
な
 

郵
便
に
は
番
号
を
 

お
忘
れ
な
く
 

あ
て
名
に
も
、
自
分
の
住
所
に
も
郵
便
 

番
号
を
お
忘
れ
な
く
．
赤
池
局
郵
便
番
号
 

は
（
八
二
ニ
ー
一
ご
で
す
．
 

た
い
せ
つ
な
郵
便
は
受
箱
で
，
よ
り
 

早
く
安
全
に
確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
 

《
郵
便
受
箱
と
表
札
‘
 
を
お
備
え
下
さ
 

い
．
当
局
で
は
堅
く
て
、
美
し
く
、
ス
マ
 

ー
ト
で
表
札
が
わ
り
に
も
な
る
、
郵
便
箱
 

を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
．
 

受
箱
を
ま
だ
備
え
て
い
な
い
御
家
庭
は
 

ぜ
ひ
お
備
え
下
さ
い
，
御
入
用
の
方
は
 

郵
便
局
又
は
外
務
員
に
お
申
し
つ
け
下
さ
 

い
．
価
格
は
七
百
円
で
す
．
 

・r
，
・
ー
 

ど
公
的
年
金
に
加
入
し
て
お
ら
ず
、
公
的
 

年
金
の
受
給
資
格
が
な
い
人
に
限
ら
れ
ま
 

す． 
保
険
料
は
ー
カ
月
七
百
五
＋
円
ず
つ
納
 

め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
年
額
」
芳
円
 

が
支
給
さ
れ
ま
す
．
 

加
入
の
申
し
出
期
限
は
昭
和
四
十
五
年
 

一
月
一
日
か
ら
同
六
月
三
十
日
ま
で
、
申
 

し
出
場
所
は
役
場
国
民
年
金
係
で
ご
相
談
 

く
だ
さ
い
．
 

学
生
寮
の
 

入
寮
生
募
集
 

財
団
法
人
講
和
記
念
奨
学
会
で
は
、
東
 

京
に
あ
る
学
生
寮
の
昭
和
四
十
五
年
度
の
 

入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
．
 

募
集
人
員
や
期
間
な
ど
は
つ
ぎ
の
と
お
 

り
で
す
．
 

◇
応
募
資
格
 

東
京
ま
た
は
そ
の
近
効
 

の
大
学
に
新
た
に
入
学
す
る
人
で
、
親
が
 

福
岡
県
内
に
居
住
し
て
い
る
か
、
ま
た
 

は
、
本
籍
が
福
岡
県
に
あ
る
人
．
 

◇
申
し
込
み
期
間
 

四
十
五
年
二
月
十
 

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
．
 

◇
所
在
地
 
英
彦
寮
（
男
子
寮
）
 

墓
京
都
目
黒
区
目
黒
本
町
一
丁
目
十
五
 

番
十
」
喜
 

筑
紫
寮
（
女
子
寮
）
 

墓
示
都
中
野
区
中
央
町
 

三
の
土
ハ
の
六
 

募
集
人
員
は
ま
だ
未
定
で
す
．
く
わ
し
 

い
こ
と
は
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ
せ
 

て
く
だ
さ
い
．
 

福
岡
市
住
吉
宮
崎
ロ
・
講
和
記
念
奨
学
 

会
事
務
局
・
電
話
（
〇
九
二
）
二
九
ー
三
 

六
四
八
 


